たった１つの-CH 基の向きの違いで物性が変った不斉中心を有する有機伝導体 β́́-(BEDT-TTF)₂( rac および S-PROXYL-CONHCH₂SO₃) の構造と物性の比較 by 圷, 広樹
Title
たった１つの-CH 基の向きの違いで物性が変った不斉
中心を有する有機伝導体 β́́-(BEDT-TTF)₂( rac および
S-PROXYL-CONHCH₂SO₃) の構造と物性の比較
Author(s) 圷, 広樹










































































































ある。-(BETS)2FeCl4（BETS はBEDT-TTF の内側の4 つのS がSeに置き換わった分子）[6] に
おいて、伝導電子と磁性電子とがカップルした様々な興味深い物性が観測されたのがきっかけで、
有機ラジカルならFe とは違って最外殻に価電子が存在するため、伝導電子と磁性電子の相互作用





















































図6. S-体 (29 K)および rac-体 (28 K)のバンド構造
― 6 ―
アニオン2 分子の双極子モーメントを計算することに
より -CH 基１つの分極を計算すると、0.6 D となった。
これは水分子（1.8 D）の1/3 程度の値である。分極を















でき [11]、その結果を表1 に示した。rac-体ではA 分子
とB分子、C 分子とD 分子は結晶学的に同じ分子であ
るので、同じ価数を有しているのに対して、S-体では




このダイマーはA, D 分子のダイマーよりも図8 
に示した模式図で左に位置している。このため、



















つまり、図5 に示した、*のついたわずか -CH 基１つの分極が低温の電子状態を変えたことになる。
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